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１．はじめに 

 鉄道林は鉄道の安全な運行確保を目的

に植樹された樹林帯である．特に積雪寒冷

地では防雪を目的とした鉄道林が沿線に

設けられている．このうち JR 函館本線幌

向・上幌向間(岩見沢市)では，図 1のよう

に国道 12 号が鉄道林の南側約 50ｍの位置

に並行している．この区間には総延長 7km

の鉄道林（以下，「幌向鉄道林」とする）

が植林されているが，副次的機能として，

並行する国道 12 号にも防風・防雪の効果

が及んでいるのではないかと考えた． 

そこで本研究では，幌向鉄道林が有する副次的機能を明らかにするため，(1)積雪分布上の立地条件，(2)

副次的機能によりもたらされる国道 12 号の防風・防雪効果，(3)国道 12 号の吹雪による通行止め履歴との関

係について調査した． 

２．研究方法 

 本研究では，(1)積雪分布上の立地条件を調べるため，農研機構メッシュ農業気象データシステム 1)を利用

し，過去の雪害時における積雪深の広域分布図（空間分解能：1km 四方）を作成した．次に，(2)並行する国

道 12号の防風・防雪効果を調べるため，鉄道林と並行する国道区間，風上と風下にそれぞれ 500m 離れて並行

する道路（計 3 路線）について，風向風速計を備えた車両による移動気象観測を実施した．(3)国道の吹雪に

よる通行止め履歴については，北海道開発局より 2009 年

1 月 1 日からの直近 10 年分について，発生日時および区

間についてのデータ提供を受けた． 

３．結果および考察 

(1) 積雪分布上の立地条件 

 空知南部（岩見沢付近）で大雪を記録した 2012 年 2 月

12 日における積雪深の分布を図 2 に示す．幌向鉄道林は

石狩平野に位置し，増毛山地と夕張山地に挟まれた積雪の

多いエリアの南縁に位置することがわかる．幌向鉄道林の

ある区間は冬期の季節風（北西の風）とほぼ直交する向き

に路線が敷設されていることから，鉄道林は防風・防雪機

能の発現を期待し，線路の左側（北西側）に植林されて

いる．  
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図 1 JR 函館本線 幌向・上幌向間における鉄道林・JR 函館 

本線・国道 12 号の位置関係（2019 年 9 月 16 日撮影） 

図 2 大雪時の積雪深分布と幌向鉄道林の関係 
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(2) 国道の防風・防雪効果（移動

気象観測） 

 鉄道林と並行する国道 12 号，風

上 側 ， 風 下 側 の 3 路 線 

について，図3に示す車両により，

速度30km/hでの移動気象観測を実

施した．なお計測当日の主風向は

北北西で，国道 12号は鉄道林の風

下側（林帯右端から国道の左側路

肩までの距離は約 50m）に位置する．

当日は降雪がなかったため，今回

は風速のみを比較することとした． 

移動気象観測の結果を図 4 に示

す．鉄道林の風上側道路，国道 12

号，風下側道路での平均風速を求

めると，それぞれ 5.8m/s，1.5m/s，

4.5m/s であり，国道 12号の風速は

風上の道路に対し約 7 割低減した

(図 4)． 

なお図中の矢印に示す区間では，

林帯が台風による倒木被害を受け

ており，その影響で風の減衰効果

が弱まっているとみられる． 

(3) 吹雪による通行止め履歴との

関係 

 国道 12 号の吹雪による通行止めは，2009 年 1 月 1 日からの直近 10 年間で 1 件（2013 年 3 月）発生してい

る．しかしこの通行止め区間は本研究の対象区間からは 50km 以上離れており，さらに JR函館本線とは並行し

ていない場所である．このことから，国道 12 号が JR 函館本線の鉄道林と並行する区間については，吹雪によ

る通行止めが直近 10 年間で発生していないことがわかった． 
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図 3 観測に使用した移動気象観測車（ルーフ上に風向風速計を設置） 

図 4 幌向鉄道林と並行する国道 12 号・風上側道路・風下側道路の

風速分布（移動気象観測（30km/h）による測定） 

倒木被害 
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